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に計画している。
・	東京都の陸上大会などへの出場が近づいた時には、各自
がエントリーした種目を練習するようにしている。

3 多様な運動やスポーツの経験
　1つの種目だけに絞らず、多様な動きを楽しむこと
を大切にしたいという考えで、体育朝会や元気アップ
タイム（業間体育）に取り組んでいる。それらの活動
では、児童と教員が一緒になって、また、異年齢でか
かわり合いながら、体を動かす遊びを楽しんでいる。

●工夫したこと
①手紙の配布
　港南キッズスポーツアカデミーでの毎月の活動の様子
と翌月の活動内容を手紙で紹介し配布している。また、
年度始めに勧誘の手紙を配布したり、大会への参加募
集や3学期のクラブ体験の勧誘を行ったりしている。
②中心となる教員の配置
　港南キッズスポーツアカデミーでは、1名の教員を
リーダーとして年間計画を立てている。また、各月の
活動については別の教員を担当とし、各教員の工夫を
生かした多様な活動を行うようにしている。港南ラン
ニングクラブでは、中心となる教員を複数の教員がサ
ポートし、一層の活性化を図っている。

①体を動かすことに意欲的になり、運動の日常化への意
識をもって運動遊びに取り組む児童が増加した。
②港南ランニングクラブでは、年間数回の陸上大会に参
加することを通して、児童が目標をもって取り組むよ
さや、自分の記録を向上させたことによる自信を体得
することができ、さらに意欲的に運動に取り組むよう
になった。

　　今後、特に運動に苦手意識のある児童が運動部活動
へ参加できるようにしていく。そのために、平素の体
育学習の充実や、元気アップタイム（業間体育）への
取組を充実させながら、児童の運動への関心をさらに
高め、関連させながら取り組めるようにする。

Check 取組の成果

Action 今後の課題

1 取組時の課題
①運動に対する関心を高めること
②運動を日常的に行う習慣を付けること
③筋力や柔軟性の向上を図ること
2	取組の目的
①運動の楽しさを味わい、自ら運動に親しもうとする心
情を育てる。
②継続して運動に取り組もうとし、体力の向上に関心を
もてるようにするとともに、多様な動きができるよう
にする。
③「楽しい」「できた」という喜びを味わい、自信を
もって取り組もうする意欲を育てる。

1 港南キッズスポーツアカデミー
（1）	活動頻度・対象学年
週1回の放課後15時55分から17時に時間を設定して2
年生から6年生までを対象に行っている。自由参加と
し、気軽に参加できるようにしている。
（2）	活動内容
複数の教員で順番に担当しており、日によって異なる
運動を行っている。マット運動やボール運動、駅伝やな
わとび等、様々な領域の運動に取り組んでいる。
2 港南ランニングクラブ
（1）	活動頻度・対象学年
月・水・金曜日の7時40分から8時10分、陸上大会前
は放課後を中心に1時間程度、夏休みは8日間程度活動
しており、4年生から6年生までを対象としている。
（2）	活動内容
港南ランニングクラブでは、陸上経験者である教員
と、陸上競技を専門としている保護者1名で、練習の指
導を行っている。また、大会参加時には、保護者の参観
を呼びかけている。
①基礎感覚を養う運動（準備運動を兼ねて）
・	姿勢やストライドに気を付けて走ったり、瞬発力を養
うための動きを行ったりする。
②各種目への取組
・	短距離走、長距離走、走り幅跳び、走り高跳び、リ
レー、ソフトボール投げなどを全員が経験できるよう

Plan 取組時の課題と目的

Do 取組の内容

東京都港区立港
こう

南
なん

小学校

運動に対する関心を高め、
日常的に行う習慣を付けるための取組

全校児童数 962名（男子522名　女子440名）

全クラス数 30 教職員数 41名

クラブ活動または
運動部活動

数 2

参加延べ人数 約220人

地域のスポーツ指導者の活用（年間延べ人数） 1人
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体育朝会 

「港南キッズスポーツアカデミ－」動きを味わい、親しみ、工夫する 
運動の楽しさを味わい、さらに意欲的に取り組むための活動の流れ

「港南ランニングクラブ」平素の取組から陸上大会へ 
通常の取組から動きを高め、陸上大会で自分なりに挑戦するための取組

※こちらでグラフなどいれますので、 
データ作成時には空白にしてください。 

見本 ２ページ目 （ パワーポイントで作成）

基礎感覚を養う運動 陸上大会での挑戦 

味わう 
教員が提示した 

動きやルールを試す 

親しむ 
「味わう」を基に 

自分なりに活動する 

多様な運動やスポーツの体験 
いろいろな運動やスポーツに触れることで、体を動かすことの楽しさを味わえるようにする

・体育朝会では、全校児童と教
員とで、しっぽ取りゲームなど体
を動かす運動を楽しんでいる。 

各種目への取組 

・元気アップタイムでは、週１回、２５の遊びコーナーを設け
て、６年生が遊びを紹介する形で全校で取り組んでいる。 
・『元気アップタイム活動事例集』を作成し、学校全体で取組
を共有できるようにしている。 

元気アップタイム（業間体育） 

工夫する 
動きやルールを 
工夫する 

本
校
の
結
果

●運動やスポーツが好き ●授業外で行う運動やスポーツ
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●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 60.4 60.0

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 34.3 27.7
B 34.3 40.0
D 11.4 6.2
E 1.4 3.1

AB-DE 55.8 58.4 
1週間の総運動時間（分） 628.6 370.9
60分未満の割合（%） 4.0 14.0

事例7

いろいろな運動やスポーツに触れることで、体を動かすことの楽しさを味わえるようにする
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